
2018-(1)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１８年１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 学会長 大宮 裕樹 （KKR 札幌医療センター） 

■ 学会事務局長 加藤 敏史 （石狩病院） 

■ 会 期 2018 年 10 月 14 日（日） 

■ 主 催 公益社団法人北海道臨床工学技士会 

■ 受付開始 8:45 ～ 

■ 開 演 9:10 ～ 

■ 会 場 
北海道大学 学術交流会館 

札幌市北区北 8 条西 5 丁目  JR 札幌駅から徒歩 8 分 

■ 参加費 
正会員：\4,000 賛助会員：\4,000 非会員：\6,000  

学生：\1,000 

 
 

発行人：大宮 裕樹 

〒062-0931 

北海道札幌市豊平区平岸 1 条 6 丁目 3-40 

KKR 札幌医療センター 

  診療技術部 臨床工学科 

  TEL  011-822-1811 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース 
No.143  

ホームページ  http://hcea.umin.ac.jp 

事務局へのお問い合わせは上記 Homepage お問い合わせフォームより  
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2018 年 10 月 14 日(日)第 29 回北海道臨床工学会が開催されます。 

会員皆様の日常業務及び創意工夫、研究など多数の演題発表をお願い申し上げます。 

また、参加を予定されている方や関係者の皆様におかれましては、内容変更や確定事項が

あるごとに「公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ」を随時更新いたしますの

でご確認下さい。  

時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願い申し上げます。 

 

http://www.sora-scc.jp/
http://www.sora-scc.jp/
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◆ ◆ ◆  演者の皆様へご案内 ◆ ◆ ◆   

■ご発表頂きます時間の少なくとも 30 分前ま

でに必ず 2 階ホワイエ PC 受付にお越し下さ

い。試写と通過確認を致します。ファイルが

開かないなどのトラブルを考え早めにお越し

下さい。 

 今回、パソコン受付は 2 階ホワイエに統一さ

れます。  

■一般演題発表者は発表予定時間 10 分前には

次演者席にご着席下さい。  

■一般演題の口演時間は口演 6 分、質疑応答 2

分とします。時間厳守でお願いいたします。 

■一般演題発表中、5 分で 1 回、6 分で 2 回のチ

ャイムを鳴らしてタイムリミットであること

をお知らせします。 

■発表中のスライド操作は発表者に行って頂き

ます。音声の利用はできません。  

■発表データファイルを保存した USB メモリ

をご持参下さい。USB メモリは、突然認識し

なくなるなどのトラブルがありますので、バ

ックアップの USB メモリも準備しておくこ

とを強く推奨致します。 

■事務局にてご用意しておりますパソコン

（Windows）には PowerPoint 2010 以上の

Version をインストールしております。上記環

境にて正常に作動するデータのご用意をお願

い致します。対応ソフトは Windows 版

Microsoft の Power Point のみです。 

■Macintosh で作成したファイルは Windows

で動作確認をしてからお持ち下さい。  

■動画は可としますが、事務局で用意する PC

に動画再生に必要な Video codec が Install さ

れていないなど、再生できないことが多々あ

りますのでご自分の PC を持参して下さい。  

■ファイルの修正は PC 受付コーナーで対応で

きるようにします。 

■今年度は、優秀演題セッションを設け、審査

員による審査を行い、会長賞の選定を行いま

す。 

■北海道臨床工学技士会は、当日の発表時に利

益相反（COI）についての情報開示をお願いし

ます。発表の最初か最後に利益相反自己申告

に関するスライドを加えて下さい。 

 

◆ ◆ ◆  座長の皆様へご案内  ◆ ◆ ◆   

■座長の皆様は、ご担当セッション開始 30分前

までに「総合受付」に到着の旨をお知らせ下

さい。担当セッション開始 10分前には次座長

席へご着席下さい。  

■担当セッションは必ず時間内に終了するよ

う格段のご配慮をお願い致します。 

 

◆ ◆ ◆討論、質疑応答でのお願い◆ ◆ ◆  

 ■質問は所属・氏名を述べたのち要点のみを簡

潔に発言し、限られた時間内で有意義な討論

ができるようご配慮下さい。 

（重要!!）演者の皆様へ  
投稿原稿提出についてのお願い 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会  

広報委員会 

  

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いた

します。掲載を希望される方で、学会当日に投

稿原稿を提出されない方は、「投稿・執筆規定」

に従い、下記の期日までに必ず投稿原稿を提出

して下さい。提出は郵送でもメールでも受け付

けます。  

編集用に用意しているパソコン(Windows)に

は、MicrosoftのWord2010とPower Point2010

に対応できるようにしています。原稿はWord、

図表にはPowerPointを用い、上記環境にて正常

に動作するデータでお送り下さい。また、図表

は白黒に修正してからお送り下さい。  

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会

誌は現在ISSN登録となっています。今回発表さ

れる内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿

の予定がある場合は二重投稿とみなされますの

で、注意をお願いいたします。  

 

記 

 

締め切り期日：2018年12月15日（土）必着  

原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone ：0166-24-3181(内線3905)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail : f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記

まで連絡をお願いいたします。  
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講演内容は医療安全について、セミナー参加者

から意見を聞きながら進められていきました。講

演を聴くだけではなく皆が考え、意見を述べてい

たのでとても楽しい雰囲気となっていました。 

また、危機管理委員会の國木委員長から道臨工

の危機管理体制についてご講演がありました。政

府の地震調査委員会からも今後道東で巨大地震

が発生する可能性が高まっているとの報告もあ

り、技士会として災害時の連絡・協力体制の構築

を目指していきたいとの内容でした。 

「各施設の若手の今」と題して、四施設の方か

らご講演いただきました。演者の方たちは一施設

の経験の方もいれば、多施設で経験を積まれてい

る方もいました。各施設間での特色の違いや職場

での人間関係、個人目標や課題などについて話さ

れていました。また、先輩技士との心温まるエピ

ソードが話題にのぼったことが印象的でした。 

講演後は情報交換会の場が設けられました。会

場では各施設の技士が交流を深めていました。他

施設の技士と交流を持つ機会は意外と多くはな

く、今回のようなセミナーは縦と横のつながりを

築くことが出来て、一技士としてだけではなく一

社会人としても成長できる貴重な機会となると

思いました。今後も Y ボードミーティングを含む

技士会セミナーに会員の皆様が参加されて、見聞

を広めてますますご活躍されることをご期待致

します。 

ご多忙の中ご講演頂いた先生の皆様、参加され

た皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

 

広報委員 東 

前号の日本臨床工学会の記事でもお知らせし

ました、函館五稜郭病院の雲母公貴さんの開発し

た「点検バン」が第 1 回医工連携 Award で審査

員特別賞を受賞されたことが、北海道新聞に掲載

されました。記事では、「点検バン」の開発に至

る経緯などが紹介されました。 

 

2018 年 7 月 24 日北海道新聞掲載 

2018 年 7 月 21 日（土）TKP ガーデンシティ

札幌駅前において、第 2 回 Y ボードミーティング

が開催されました。 

 第 2 回目となる今回も、北海道 Y ボード担当の

池田事務局長から「Y ボードって何？」、「今さら

聞けない働く上での大切なこと」という内容でご

講演頂きました。 

 

演者の先生方 
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心カテセミナーの様子 

 2018 年 7 月 22 日（日）KKR 札幌医療センタ

ーにおいて北海道心カテセミナー2018～カテ業

務のエキスパートになるために～が開催されま

した。今回は、心臓カテーテル業務をテーマとし、

西日本を中心に広くご活躍されているカテーテ

ル業務に従事している 3名の講師の方々をお招き

しました。最初に『基礎のお話』と題して、高の

原中央病院 臨床工学科 野崎先生より「患者さん

がカテに辿り着くまで」「カテ室で見かける心電

図」、『イメージングから見る！』と題して倉敷中

央病院 臨床検査技術部 清水先生より「まる見

え！PCI手技とデバイス」、『本当に怖い！合併症』

と題して滋賀県立総合病院 赤松先生より「知っ

ていれば心強い！経験から語る合併症」「任せ

ろ！臨床工学技士のための補助循環」という演題

でご講演頂きました。 

心臓カテーテル業務は患者さんがカテ室に入

室する所から関わることが多いですが、検査値や

画像所見、どんな薬を服用しているかなど事前に

収集しておくと役立つ情報や、検査治療中の心電

図変化からどのように患者さんの状態を把握し

安全に検査治療を行っていくか。IVUS と OFDI

の原理から画像所見の読影、実際の症例から治療

に生かすポイントや補助循環装置を扱う際のコ

ツなど基礎的なことから臨床的なものまで非常

に充実した内容でした。どの講演でも、先生方が

実際に体験した症例やトラブル事例を画像所見

や映像を用いて多く紹介され、とても理解し易く

明日から活用できる知識ばかりでした。 

最後に、本セミナーに講演に来て頂いた先生

方、座長の労をお取り頂いた先生方、御協力頂い

たメーカーの皆様に深く感謝申し上げます。 

 

広報委員 小玉 

北海道医療技術者団体連絡協議会 

一般社団法人北海道放射線技師会 

一般社団法人北海道臨床衛生検査技師会 

公益社団法人北海道歯科技工士会 

一般社団法人北海道歯科衛生士会 

公益社団法人北海道理学療法士会 

公益社団法人北海道作業療法士会 

公益社団法人全国病院理学療法協会北海道会 

公益社団法人北海道柔道整復師会 

公益社団法人北海道鍼灸師会 

公益社団法人北海道臨床工学技士会 

一般社団法人日本義肢協会北海道支部 

 

去る 2018 年 8 月 18 日（土）、札幌駅前通地下

広場チ・カ・ホにおいて北海道医療技術者団体連

絡協議会パネル展が開催されました。これは北海

道医療技術者団体連絡協議会が主催し、医師や看

護師以外の医療技術者団体を道民に対して広く

アピールする場として毎年開催されています。 

今年は北海道作業療法士会が幹事を務め、パネ

ルの設営・撤収や、足を止めて下さった方への対

応などを各団体と協力して行いました。またパン

フレットの配布や、業務を紹介する DVD の上映

も行い、それぞれ各団体・職種のアピールに努め

ていました。 

訪れる方の中には若い方は少なく、高齢者の

方々が多く、今回のパネル展で初めて臨床工学技

士という職種を知ったという方がほとんどでし

た。そのような方々にこの職種を知っていただ

き、少しでも認知度を上げていくための良い機会

となりました。 
 
 広報委員 本手 

パネルの前で対応にあたる中谷公益委員長 
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2018 年 9 月 2 日（日）に吉田学園医療歯科専

門学校におきまして、第 14 回卒後教育セミナー

が開催されました。 

講師として、会員の皆様にはお馴染みであるか

と思いますが、名古屋市立大学大学院医学研究科 

非常勤講師の松本和彦先生にお願いし、午前中は

「SAS、JMP、SPSS、Prism を使う前の探索的

ビジュアル統計ソフト Pharmaco Basic 入門」、

午後からは「投稿論文に見られる統計手法の誤り

－Pharmaco ならこう解く―」というテーマで講

演をいただきました。 

私自身 8 年ぶりの参加でありましたが、以前と

違って、吉田学園のパソコン教室で、一人につき

一台のパソコンがあたる素晴らしい環境と、１ケ

月限定で使用できるお試し版ソフトではありま

すが USB メモリに入った Pharmaco ソフトをい

ただき、とてもお得感のあるセミナーとなってい

ました。 

Pharmaco ソフトも 8 年前とは比べ物にならな

いくらいに進化しており、とても使いやすい印象

を受けました。統計ソフトには、JMP や SPSS、

R など様々なものが世の中にありますが、

Pharmaco は視覚的に捉えやすく、初心者でも使

いやすいソフトとなっています。視覚的に捉えや

すいので、外れ値を考えるときにとても役に立ち

ます。マウスのクリックだけで、外れ値を入れた

り外したりできるので、とても簡単です。また、 

卒後教育セミナーの様子 

 

ソフトの中に医療系のテーマをもとにした例題

がついているので、初心者でも迷わず安心して統

計手法を選ぶことができるようになっているの

が魅力だと思います。 

講義では、実際にソフトを使いながら進められ

ていくので分かりやすく、また操作の遅れている

人がいないか気にされながら話をしてくださる

ので、これから研究で統計を使ってみたいという

若い方にはぴったりのセミナーだったと思いま

す。更に、Pharmaco のソフトは海外の学会でも

認められた統計ソフトでありますので、海外の論

文に挑戦してみたいという積極的な方にもおす

すめです。 

残念ながら今回のセミナーに参加できなかっ

たかたでも、Pharmaco のソフトはお手頃な価格

で販売されていますので、興味のある方は一度ホ

ームページをご覧になるのもいいかもしれませ

ん。卒後教育セミナーは来年も開催される予定で

すので、是非つぎの機会には多くの方に参加して

いただければと思います。 

ご多忙の中、講演をいただきました松本先生、

参加された皆様にこの場を借りて感謝申し上げ

ます。 

 

広報委員 澤崎 

 

 

講師の松本和彦先生 

 



2018-(6)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１８年１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 9 月 16 日（日）北海道自治労会館にお

いて、第 9 回北海道呼吸療法セミナーが開催され

ました。本セミナーは、震災の影響が交通などに

残るなか多くの臨床工学技士、看護師、理学療法

士の方に御参加頂きました。 

今回は 4 名の講師をお招きし、午前は教育講演

Ⅰ「意外と知らない肺保護」と題して神奈川県済

生会横浜市東部病院 臨床工学部主任の森實雅司

先生、教育講演Ⅱ「自発呼吸の補助について」と

題して名古屋掖済会病院 元臨床工学技士長の高

橋幸子先生よりご講演頂きました。午後からは教

育講演Ⅲ「急性期 NPPV の再考」と題してフィリ

ップス・レスピロニクス合同会社の木下亮雄先

生、教育講演Ⅳ「経肺圧を意識した人工呼吸器管

理」と題して東京医科大学 臨床工学部の上岡晃

一先生よりご講演頂きました。 

内容は、ARDS に対する肺保護や前回に引き続

き経肺圧を利用した呼吸管理など非常に充実し

たものでした。その中で、教育講演Ⅱでは各社人

工呼吸器の自発換気補助のモードや自動

Weaning 機能において器械側が行うモニタリン

グの特性や使い分けが解説され皆さん真剣に聴

講されていました。また、どの講師の方も人工呼

吸器の各種モードへの理解はもちろん、使用して

いる患者へのアセスメントやモニタリングを重

視されており肺への障害を避けるため経肺圧や

呼吸仕事量、PV ループなど各種モニタリング波

形などから患者毎の呼吸状態を把握し、患者に同

調した換気設定を行うことが重要であると説明

さ 

 

教育講演Ⅱの講師 高橋幸子先生 

 

されていました。 

今回の呼吸療法セミナーでは人工呼吸器管理

の第一線で活躍されている先生方をお招きし、最

新の話題や明日から使えるテクニックを学べま

した。人工呼吸器業務にこれから携わる方やより

実践的な知識を得たい方にも今後ぜひ参加して

欲しいと思います。 

最後に、本セミナーに講演に来て頂いた先生

方、座長の労をお取り頂いた先生方、御協力頂い

たメーカーの皆様に深く感謝申し上げます。 

 

広報委員 小玉 

◆RMニュース◆ 
 
＜滅菌不十分な器具で手術＞ 

 静岡県の病院で 5月、十分に滅菌処理されていな

い器具で、手術が行われていたことがわかった。 

 病院によると、滅菌装置が作動していなかったこ

とが原因で、使用前の確認も不十分だった。感染症

などの被害は確認されておらず、病院は患者に説

明、謝罪し、チェックの手順を改めるなどの再発防

止策を取った。 

 病院によると、手術で使用する器具類は洗浄、乾

燥後に高圧蒸気滅菌装置で処理される。病院内に設

備があり、委託会社が一連の工程を担当している。 

 滅菌処理を終えると、目印として器具を包む袋や

箱のラベルの色が変わるが、5月 28日朝、看護師

が一部で色が変わっていないことに気づいた。調査

したところ、23日、複数ある装置のうち、一時的

に作動していない装置があったという。 

 滅菌が不十分なまま使われたのは、鉗子（かんし）

などの手術器具 4セット、器具を置く際にかぶせる

などする布 2枚、手術室の照明の角度を変えるため

の交換式の取っ手 15点。病院は、手術器具を使用

した患者 4人と、布などを使用した可能性がある患

者 74人の計 78人に、事情を説明し、謝罪した。 

 病院は、これまでに 75人の患者に血液検査を行

ったが、感染症などは確認されていない。今後も一

定期間、患者の経過観察を続けていくという。 

2018年 6月 13日 配信：読売新聞 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2018 年 10 月 21 日（日） 

「第 19 回北海道透析技術談話会」 

会場 北海道学術交流会館 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/h30files/ 

19th_hokkaido_touseki_gizyutsu_danwakai.pdf 

****************************************** 

2018 年 10 月 28 日（日） 

「第 13 回医療安全セミナー 

医療現場のモニタリングを活用しよう！」 

 会場 KKR 札幌医療センター3 階会議室 

http://hcea.umin.ac.jp/info_study/2018/ 

13th_safety.html 

****************************************** 

2018 年 10 月 28 日（日） 

「平成 30年度MDIC更新ポイント取得セミナー」 

 会場 北海道情報大学 松尾記念館 2F 講堂 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/h30files/ 

mdic_koushin_seminar2018.pdf 

****************************************** 

2018 年 11 月 30 日（金）～12 月 1 日（土） 

「第 53 回日本高気圧・潜水医学学術総会」 

 会場 旭川市大雪クリスタルホール 

http://www.k-cav.com/jshum53asahikawa/ 

****************************************** 

＜医療ミスで 70 代男性死亡＞ 

 北海道・苫小牧の病院は 18日、今月上旬に女性

看護師 2人が脳疾患で入院中の 70代男性のたんを

吸引する際、機器の使い方を誤り、男性が死亡した

と明らかにした。 

 病院によると、男性はたん吸引のため、のどを切

開して気管にチューブを挿入していた。看護師 2人

は吸引に先立ち、粘り気の強いたんを軟らかくする

ため、空気を気管に送り込む吸入を実施。この際、

誤ってチューブの吸排気口をふさぐ形で吸入器を

装着した。 

 2人は 2分ほど病室を離れた後、異常音に気付き、

医師が救命措置をしたが、男性は約 2時間後に死亡

した。死因は、排気できない状態で吸入を続けたこ

とによる急性呼吸不全とみられる。 

 病院側は過失を認め、苫小牧署や第三者機関「医

療事故調査・支援センター」に届け出た。 

 署によると、業務上過失致死の疑いもあるとみて

調べている。 

2018年 6月 19日 配信：共同通信社 

 

＜チューブ誤接続で患者死亡＞ 

 高齢者の医療、介護、リハビリテーションが専門

の奈良県の病院で 2016年 8月、看護師が 80代の男

性患者を入浴させる際、酸素吸入チューブの接続の

仕方を間違えた結果、患者の容体が急変、死亡して

いたことが 16日、分かった。 

 病院は共同通信の取材に「入浴時の安全管理体制

に不備があり、ミスが重なった。責任を感じている」

とコメント。警察に通報し、関係者が事情を聴かれ

たとしている。既にマニュアルや研修体制の整備な

ど再発防止策を講じている。 

 病院の説明によると、看護師が酸素吸入チューブ

を使用した際、男性と酸素ボンベとの間に「Ｔ字コ

ネクター」と呼ばれる器具を配置するのを怠ったた

め、空気が一方的に流れ、男性は肺の換気をできな

い状態になった。 

 15年に転院してきた男性は誤嚥（ごえん）性肺

炎を繰り返すようになり、16年 6月から気道確保 

 

 

のため、鼻からチューブを入れる措置がとられた。

看護師は入浴させる際、鼻に挿管するチューブと酸

素吸入チューブを使って、そのままつなげていた。 

2018年 8月 17日 配信：共同通信社 

 



2018-(8)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１８年１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

#10 

「AED日常点検インストラクター講習会を終えて」 

公益事業推進委員会 副委員長 清水赤十字病院 村谷 拓 

 

医療機器の正しい取扱いを伝え、臨床工学技士の知名度向上のために2011年 

1月からはじめたＡＥＤ日常点検講習会も、今では70回を超え道内各地の様々な

事業所で行っています。 

今後のさらなる活動に備え、新委員やサポートメンバーの皆様を対象として

2018 年 8 月 26 日（日）に札幌医科大学教育研究棟で「AED 日常点検インスト

ラクター講習会」を開催しました。 

前半は、事業所訪問から AED 講習までの一連の流れを公益事業推進委員や内部

理事のご協力のもと実演させて頂きました。後半では、AED 装置の詳細を AED

メーカー7 社のご協力のもとグループワーク形式で確認しました。 

実演に関しては、訪問時事業所との対応について「どこまでの範囲でお願いすべ

きなのか？」などの、現場に即した具体的な質問を頂いたことから受講者の関心の

高さが伺えたほか、AED 装置の説明では、新機種の紹介や管理方法を含め、改め

て知識を整理する貴重な時間になったと感じました。 

 今後も、公益事業推進委員会活動を通じて多くの仲間たちと一緒に、地域の方々

に貢献できる一員として、また地域に必要とされる臨床工学技士を目指し活動を続

けていきたいと思います。 

 最後になりましたが、参加者の皆様、協力者の皆様へお礼を申し上げるとともに、

北海道臨床工学技士会の皆様のご理解・ご協力を頂ければ幸いです。 

 

 

AED日常点検講習の申込みは公益社団法人北海道臨床工学技士会ホームページ

（http://hcea.umin.ac.jp）より受け付けています。 

 

 

http://hcea.umin.ac.jp/
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このコーナーは、２０１７年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、２０１８年 3 月に吉田学園医療歯科専門学校を卒業し現在、北海道大学病院にて勤

務中の室谷黎奈さんです。 

 

北海道大学病院 

室谷 黎奈さん 

 

私は2018年3月に吉田学園医療歯科専門学校

臨床工学科を卒業し、4 月から北海道大学病院に

勤務しています。入職当初はとても緊張していた

ため何をするにも気を張っていましたが、現在は

少しずつほぐれてきて適度な緊張感で勤務してい

ます。 

入職してから約 2カ月間はME機器管理センタ

ーで医療機器管理業務に携わり、臨床工学技士と

しておさえておかなければいけない医療機器につ

いての知識や点検法などを習得しました。その２

カ月間の医療機器管理業務があったからこそ、医

療機器の知識がついた上、2 カ月遅れて臨床業務

を開始したため学生時代の同期と集まると自分自

身が奮い立たされ頑張らなければという気持ちに

駆られます。 

現在は透析業務と内視鏡業務に従事していま

す。本院の透析室は入院患者さんのみで外来患者

さんはおらず、意識が無い場合や人工呼吸器、様々

な薬剤が繋がっていることも珍しくありません。

そのため急変する頻度も高く、先輩方を見ている

と迅速且つ正確な対応が求められることを痛感し 

ています。現段階では日々の業務を覚えています

が、いずれはそのような状態に対応できることを

目標に掲げています。内視鏡業務においては初め

て見るもの、初めて知ったことが多くほぼ一から

のスタートです。そのため覚えることがたくさん

ありますがやりがいを感じ一生懸命頑張っていま

す。 

臨床工学技士として働き始めて数カ月が経過し

ましたが、学生時代における勉強量が足りなかっ

たこともあり日々自分自身の未熟さを感じていま

す。ですがその様な中でも教わったことが初めて

一人でできた時の達成感、やりがいが私自身の原

動力になっています。失敗することも多々ありま

すが、先輩方に支えられながら何度も復習やイメ

ージトレーニングを重ねて改善できるようにして

います。 

私は将来何らかの分野で卓越している

Specialist になりたいと考えています。具体的な

業務に関してはまだ決まっていませんが、研修中

に掘り下げたい分野を見つけていくためにも一日

一日を大切に常に向上心を持って頑張っていきま

す。 
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